
どうしても、スマートフォン・
　　　　　　携帯電話は必要ですか？
危険を理解させていますか？

スマートフォン・携帯電話は、通話できるだけでなく、インターネットにつなぐことができる便利なもの
です。しかし、その便利さが危険にもつながっており、スマートフォン・携帯電話を利用したトラブルや事
件が多数発生しています。

パソコンでインターネットを使うときやスマートフォン・携帯電話を持たせるときは、使い方のルール
をつくり、必要最小限の利用にとどめるなど、決めたルールをしっかり守らせましょう。

また、不適切な情報や危険な出会い等を防ぐために、フィルタリングを利用しましょう。フィルタリング
は、子どもが危険な目に遭うリスクを減らせる便利な仕組みです。年齢や使い方によって個別設定ができ、
利用したいサイトの個別設定もできます。上手に使って子どもの安全を守りましょう。
＊子どもの求めに応じ、保護者がフィルタリングの重要性を理解しないままフィルタリングを設定しない
ケースが増えています。

SNS に起因して犯罪被害に遭った児童は 2,082 人（R1 警察庁調
べ）。平成 25 年以降、無料通話アプリの ID を交換する掲示板に起因す
る犯罪被害等により、増加しています。『自宅前で写真を撮り旅行に出
かけることを公開していたら、空き巣被害に遭ってしまった。』といっ
た例も報告されています。

※SNSの危険
①SNS やゲームサイトの利用者の中には、子どもを狙って登録する人もいます。
②自己紹介や日記を公開すると、世界中の人が閲覧できることになります。
③学校名、住所、個人名など個人情報がわかる記述をすると、トラブルにつながることがあります。
　一度流出した個人情報は取り戻せません。
④友だち検索機能やメール交換機能、伝言板機能などは子どもを狙う大人が悪用することがあります。
⑤SNS で知り合った人のプロフィールは、真実ではないことがあります。
⑥SNS で知り合った人と直接会うと、トラブルにつながることがあります。
⑦SNS で知り合った人に写真を送ると、悪用されるケースがあります。
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携帯電話
22人

パソコン
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その他
204人 不明
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スマートフォンは小型パソコンです。
使い方のルールを各家庭で必ず決めて賢く使いましょう。

① 無料通話アプリ（LINE など）による学生のトラブルが数多く発生しています。悪口や仲間外れ、無視な
どの人間関係のトラブル（ネットいじめ・LINE 外し等）から重大事件に発展するなど、身近な問題とし
て注意する必要があります。

② 睡眠不足・集中力低下・依存症など、学習や身体への影響が懸念されており、社会問題にもなっています。
③ ウィルスによる個人情報の流出など、パソコンと同じ問題が生じます。

家庭での
スマートフォン・
携帯電話の
使用ルールの例

家庭での
スマートフォン・
携帯電話の
使用ルールの例

＊他人が不快になるような行為 （ネットいじめ等）は絶対しない。
＊友達にメールやメッセージのやり取りを強要しない。
＊自分の部屋では使わず、充電や保管も、居間など保護者の目が届く所で行う。
＊時間を決めて使用する。（勉強中や食事中、夜○時以降は使用しないなど）
＊パスワードは保護者が管理する。　など

スマートフォン
1,845人

総数
2,082人

もうすぐ７年生！！家族とのふれあい家族とのふれあい
家庭でのわたし

品川区では、毎月第１日曜日を「家庭の日」としています。品川区では、毎月第１日曜日を「家庭の日」としています。

学年が進むと、勉強や部活動などでいろいろと忙しくなり、家庭で
家族と一緒に過ごす時間が少なくなってしまうことが多いと思います。
また、時にはお父さんやお母さんと一緒にいるのがめんどうになっ

たり、妹や弟と話が合わなくなったりしてくることもあるでしょう。
でも、お互いに共通の話題を探して話したり、一緒に食事をとった

りしながら、時にはゆっくり家族みんなでふれあう時間をもてるとい
いですね。

困ったときに助けてくれるのも、励ましてくれるのも家族です。
お互いの気持ちを理解し合い、いつも心の通った、明るくあたたか

い家族でいるために、日頃から勉強のこと、友だちのこと、進路のこと、
など話をしましょう。
そして、３年後の義務教育修了時には、｢社会の一員｣として独り立ち

できるように、自分で責任をもって行動できるように心がけましょう。

子どもの“心”に気を配りましょう !!
この時期は、体も心もどんどん成長して

いき、子どもの成長を楽しむことができま
す。しかし、思春期まっただ中でもあり、
心と体が一番アンバランスに成長する時期
です。たとえば、自我の芽生えから、｢もう
大人だ｣という思いと、｢このまま子どものま
までいて親の庇護の下にいたい｣と思う心が
共存しています。また、世の中のことに目
を向けはじめて、理想を追求したり、些細
なことでも深く悩んだり、時には自暴自棄
に陥ってしまったりすることもあるのです。
保護者と学校が連携し合いながら温かく

見守っていくことが大切です。

大人同士が手を携え、実践しましょう !!
「生命」や「財産」・「人権」への正しい価値観が身
に付いていないと、被害者としてばかりではなく、加
害者として犯罪に関わることになりかねません。です
から、「だめなものは、だめ」ときちんと教えること
が大切です。「人を傷つけてはならない」「挨拶をする」
「時間を守る」「約束を守る」「役割を果たす」といっ
た人として、社会人としての良識やマナーを、我々大
人が率先して実践することで、子どもたちも自然と正
しい行動の仕方を身に付けていくことができます。
また、学校のＰＴＡという組織を通して大人が繋が

ることが大切です。同じ年頃の子どもを持つ親同士だ
けではなく、先生方や地域関係者とも一緒に活動する
中で、地域ぐるみで子どもたちを見守り、健やかに育
てていきましょう。
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心からくつろぎ、心のやすらぎを与えてくれる場
所があるから、私たちは勉強やスポーツをしたり、
外で元気に遊んだりすることができるのですね。
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